
Kaiyo@Jisedai(141024) 

次世代センサ協議会 海洋計測センサ部会 
   事務局長 島田芳夫（事業委員長） 

  URL:   http://www.jisedaisensor.org/jigyo.html   
     E-mail: kaiyo@jisedaisensor.org   

一般社団法人 次世代センサ協議会 

海洋計測センサシステム研究部会の活動紹介 
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次世代センサ協議会  組織 

研究部会 
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2013年度事業内容 別紙 
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分野別セミナーの例 2013年度活動（事業報告）別紙 
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次世代センサ協議会の新しい活動 真のニーズに基づき 
シーズの実用化を支援 
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スコットランドの
センサ・ 
センサシステム
企業紹介 
（全４５社+9+4+1社） 

全45社＋9＋4+1社 
・海洋・資源関係  
     22＋9+4＋1 
・医用バイオ 6 農業 1 
・分析・測定器 9 
・部品 5 カメラ 2 

別紙置換え http://www.jisedaisensor.org/ScottishSensorListV2.pdf 
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Key Sensor System Companies 

（例） 
FMC TECHNOLOGIES 
manufacturer and supplier of subsea  
production systems, including a complete  
range of subsea trees, wellheads etc 

SDIから紹介があった45社を一覧を別表に示す(資料３）。各社の製品の１シート 
カタログを別ファイルで提供する（資料４） 。分野別では、①海洋・資源関係22社､ 
②分析計など9社、③医用6社、畜産1社、④部品5社、カメラ2社、となっている。 

AC-CESS  
remotely operated vehicles (ROV) and 
 underwater inspection systems  
AC-ROV 1000 
weight of just 18kg. applications,  
offshore, onshore or down pipes  
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一般社団法人 次世代センサ協議会 海洋計測センサシステム研究部会 
〒101-0041  
東京都千代田区神田須田町1-24-3 FORECAST神田須田町4F CNT内 
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題名 内容 

1 ナノフォトニクスデジタルイメージング 
Nanophotonics for digital imaging 

三原色のプラズモニックフィルタを作成。CMOSのアルミ層に実装できるため、今後更にCMOSイメージセンサのピクセ

ルサイズを小さくするため、回折限界を越えてしまう誘電レンズに代わり、プラズモニック光学素子が使われる可能性が
高い。 

2 イメージング分光計を使った 
複数波長測定による酸素飽和度測定 
Multispectral Snapshot Imaging Applied to Oximetry Using IRIS 

８つの異なる周波数で画像を撮影。赤血球の一つ一つの酸素飽和度が測定可能な他、網膜小静脈の酸素拡散の測定、
脈絡膜測定と眼底反射率測定により脳に供給される酸素が正常か欠乏しているかも判定できる。 

3 マルチスペクトル材料： 
テラヘルツからペタヘルツまで 
Multi-spectral materials:  
from terahertz to petahertz 

プラズモニック技術とメタマテリアル技術を組み合わせて可視領域で15色のフィルタ、近赤外とテラヘルツ領域でのフィル
タとして機能。テラヘルツ領域では波長選択吸収フィルタにもなる。  高解像度のイメージングシステムに利用できる。 

4 神経再生電気刺激システム 
（生物分解性、無線給電） 
Biodegradable Wireless Electro-Stimulation System for Nerve Regeneration after Major 
Trauma 

生物分解性のポリマー、ポリカプロラクトンにフレキシブル回路を印刷し、無線で給電を行う。脊髄神経節を使った生体外
実験の結果、電界を掛けた方向に神経が成長する事が確認された。周波数は100Hzで電圧は20mVのサイン波。 

5 蛍光を検出する無線小型カプセル 
Wireless Miniaturised Capsule Imager for Autofluorescence Detection 

長さ35mm、直径13.5mmの小型カプセルに2個の時計用電池、LED、32x32個の光子アバランシェ検出器、ラジオ無線
機等を搭載した撮像素子。消化器官の蛍光を検出する事により癌の早期発見を行う。 

6 BioSonar: インテリジェント音響センシング 
BioSonar: Intelligent acoustic sensing 

イルカは10mの距離から音波だけでアルミの管の中が真水なのか、海水なのか、パラフィンなのかを識別できる。イルカ

が発する音波と同様の広帯域のソナーを用い、管に入っているのが水か砂か砂利かを正確に判別できるインテリジェン
トソナー。 

7 海洋再生可能エネルギー設備の 
環境に対する長期測定 
FLOWBEC: Long-term measurements of the environment around marine renewable 
energy devices 

再生可能エネルギー設備が環境に与える影響を測定。 
海底にセンサ（ソナー等）を上向きに設置し、波や潮流の変化、魚、海鳥、海洋哺乳類の回避行動などを、14日間 ずつ 5
回測定した。 

8 動的再構成可能な海中無線センサネットワーク 
Dynamically Reconfigurable Underwater Wireless Sensor Network 

海底に固定されたノードから位置が変動するノードを経由して海上まで信号を送信する音響無線センサネットワーク。
ノードが失われても、動的に再構成する事により確実に通信を行う。 

スコットランド国際開発庁   sdi-japan@scotent.co.uk 
 〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-1-1 帝国ホテルタワー10階 スコットランドハウス 
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５．海洋計測センサ部会の設立 

設立の趣旨 
・日本は海洋国家と言われていまするが実際に海洋関連技術市場を取り巻く環境は   
 整っていません。  
・しかし最近海洋に関する関心が急速に高まっています。海底資源探査・採掘、 
洋上風力発電、潮力発電、海運業の近代化、養殖漁業など広い分野に大きな発展 
が期待されています。国として内閣官房「総合海洋政策本部」が設置され、「海洋基
本計画」が策定されていますが、統一した開発体制は緒についたばかりのようです。 
 

・この中で海洋計測センサは必須の技術です。海水などの腐食性の厳しい周囲環境 
に加え、遠洋や深海などの設置環境、信号伝送、給電などの課題があります。この
ような課題を克服できれば海洋関連産業の発展に貢献し、高付加価値の計測セン
サとして大きな市場が期待できます。しかし、産業として未だ育っていません。  
 

・本企画では企業の立場から海洋技術分野における計測センサの現状を調査し、課
題、将来への施策提言の可能性を調査します。 
 

・これに先立ち2013年に「海洋計測WG」を設け調査活動を行いました。多くの研究
機関、大学、関連企業など多岐にわたりヒアリング調査を行いました。 
 
 

 海外協力 : スコットランド国際開発庁（スコットランドセンサ協会） 
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「海洋計測ＷＧ」 
活動結果 

 

参加企業   10社 
  海洋土木 海洋コンサル 海洋音響 
  電気計測     事務局（次世代） 

 
活動  ＷＧ会合  ６回  
     関連企業訪問     8社 
     官・研究所訪問    ４機関 
     大学・学会訪問    ５機関 

海洋計測センサシステム研究部会 
の設立へ！ 

訪問面談先リスト 別紙 部会員外秘 
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海洋計測センサシステム研究部会 
（略称）海洋計測センサ部会 

 2014年９月活動開始 

Ⅰ 活動の狙い 
海洋計測産業の市場創設とそのための支援 
海洋計測産業の活性化と事業活動への情報支援 
海洋計測産業関連共同プロジェクトの企画提案と運営 
スコットランドの先端海洋関連技術導入の支援 

 

Kaiyo@Jisedai(141024) 

海洋産業の進展を計測の面から支えます！ 

13 



海洋計測センサ部会 活動分野 
市場分野 
１ 先行事業分野・・・・水産養殖産業  港湾土木分 
２ 深海関連事業分野・・・・海底資源分野（資源探査・発掘） 
                 海底エネルギー資源開発 
３ 海洋自然エネルギー分野・・・海洋風力、潮力発電、  温度差発電 

 活動分野 

先行事業分野 
  水産養殖産業 
  港湾土木分野  

海洋自然エネルギー分野  

  洋上風力発電 
  波力・潮力発電 
  温度差発電  

海洋調査・深海関連事業分野 
    海底エネルギー資源開発 (海洋石油・天然ガス、メタンハイドレート) 
   海底資源分野(海底金属鉱物資源、資源探索・試掘)  

© Jisedaisensor 
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          技術分野 
 

• １ ソナー関連技術・・・・デバイス、機器、システム 画像技術 

• ２ 画像関連技術・・・・・カメラ、光源、レーザー 

• ３ 採掘関連技術・・・・・高圧力、深海温度、深海ロードセル 

•                電磁気技術 

• ４ 海洋環境関連・・・・・ＴＯＣ、層流速、温度、濁度 その他 

• ５ 自動化関連・・・・・・海中位置情報、海中姿勢情報 

• ６ 港湾土木・・・・・・・ 自動化機器 3次元画像モニター 

• ７ 共通事項・・・・・・・ 海中作業ロボット、海中通信技術、 

                   電源供給  技術 海中パワー源 

                               その他（アプリケーションソフト）等 
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海洋計測センサ部会 
活動支援要請（予定） 

研究機関・学会  
 海洋研究開発機構 土木学会・海洋開発委員会   
 日本海洋工学会 海洋音響学会  
 石油天然ガス金族鉱物資源機構 港湾空港技術研究所 
 海洋産業研究会 水産工学研究所 海上技術安全研究所 
 その他 
大学       
 東京大学 海洋大学 東海大 大阪大学 東北大学 
 近畿大学  その他 
海外組織 
   スコットランド国際開発庁 
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日時：2014年4月22日 
場所：化学会館 6F 601号室 - 海洋技術・産業の発展と計測センサへの期待 - 

海洋計測センサ・シンポジウム - Series 1 
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海洋計測センサ・シンポジウム - Series 2 
日時：2014年9月19日（金） 
会場：東京ビックサイト 会議棟6F 609号室 - 物理探査技術の現状と将来展望- 

センサ・アクチュエータ・マイクロナノ2014 Session 4 
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海洋計測センサ部会 活動計画案 
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海洋計測センサシステム研究部会 
  

（略称） 海洋計測センサ部会 

海洋産業の進展を計測の面から支える！ 
 
 

積極的な活動とご支援をお願いします！ 
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